
平成27年度 京都大学英語論文作成支援制度 【みがき】 

講師 
 

Paul Harold KRATOSKA, Ph. D. 
Publishing Director, NUS Press, 
National University of Singapore 
 

Paul Robert NERNEY, M. A. 
Former Senior Lecturer, Centre for 
English Language Communication 
(CELC), National University of 
Singapore 
 

Suzan Lopez NERNEY, M. A. 
Former Lecturer, Centre for English 
Language Communication (CELC), 
National University of Singapore 主催：京都大学 学術研究支援室    

協力：大学院アジア・アフリカ地域研究研究科 

よりレベルの高い国際学術雑誌への投稿を目指
す研究者、特に英語による論文作成の経験が浅
い若手研究者を対象に、「英語論文改善ワーク
ショップ」を開催します。 
シンガポール国立大学から講師をお招きし、
「講義＋ワークショップ＋個別指導」の構成で
英語論文を書く際のノウハウや、国際学術雑誌
等への投稿の際のマナーやコツなどを伝授して
いただきます。奮ってご参加下さい！ 

 会場   2月16日（火） 
    本部構内 総合研究2号館4階 Conference Room (463号室) 
          2月17日（水）・18日（木） 
      本部構内 総合研究2号館 4階 大学院アジア・アフリカ地域研究研究科 
      会議室 （447号室） 

2016年 2月16日（火） ・ 17日（水） ・ 18日（木） 
9:00－17:00 9:00－17:00    9:00－16:30 

人文社会系対象 

英語論文改善ワークショップ 
国際ジャーナル投稿に向けた 

受講資格 

受講料  

定員 

平成28年 １月6日（水）9:00 ～ 1月8日（金）17:00  
＊応募期間以外での申し込みは受付られませんので、ご注意ください。 

学術研究支援室「英語論文改善ワークショップ」担当（若松、天野、森下） 
proofreading@kura.kyoto-u.ac.jp 075-753-5163（内線16-5163） 
＊できるだけメールでお問い合わせください。 

下記URLの申請フォームと質問用紙（Advanced questionnaire）に必要事項を記入し、 
論文ドラフトと質問用紙をアップロードして提出してください。 
 

http://kura.kyoto-u.ac.jp/migaki-ws/（学内限定） 

本学に在籍する研究者・大学院生（博士後期課程）で、現在英語の論文ドラフトをお持ちの方。 
日本学術振興会特別研究員も申請可能です。3日間全てのワークショップに出席できる方を 
優先します。 
※事前にドラフトを講師へ送付し、ワークショップ当日はそれを添削する形式で個別指導が 
進行します。 

16～20名 （応募者多数の場合、選考）  

無料 

応募方法 

応募期間 

申込み・ 
問合せ 



講師プロフィール 

会場地図 

プログラム 

講師からのメッセージ 
 
投稿論文を受理してもらうためには、研究の
質はもちろんですが、表現方法も工夫をする
必要があります。プレゼンテーション力が貧
弱という理由だけでリジェクトされることも
少なくありません。このワークショップで
我々は、ジャーナルの編集者やレビュアなど、
研究出版の「門番」達の期待に応え得るよう、
あなたの原稿（ドラフト）を改善するお手伝
いをさせていただきます。 

本事業の詳しい情報については、 http://www.kura.kyoto-u.ac.jp/event/45 もご覧下さい。 
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